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、 阿武山地震観測所報告序説

理感博士 佐 々 出

京都帝国大事阿武山地震観測j所は故志田11国博士の創設にかミわ，大阪府三島郡阿武野村

一一東海道線京都大阪のほ Y 中程高槻， 二吹y史:木利iド片川，十付札卜I'j

20∞O米のと己ろにf笠空える白望のコンクリ{ト建築(口給参照照、)がそれである。古生代基盤

の上に嬉ち，餓道線路並に工場伺から直距離 4粁以上離れ，震に平常の土地の徴動も其振

幅約 0.03ミクロン以下の平静きである。この地の利と併せて一般に闘西地方に強震大震の

護生の少ない事賓とを考へ，昭和 6年創設官時ウヰーへルト大型水平動並に上下動地震計

を据置して後は，同所附属の工作室に於て主に高倍率高感度の観測!計機を吹々に研究製作

佼用して矛現在では約15種の観洲機器が働いてゐるのである。

夫等の機峨定数をこ込に一纏めにして第 l表に記載し後述各報文にいちいち記入するこ

とを省略する。

第 1 表

|吋ム|制LJ倍率|自体lH|機 械 名 感度

大震 計 7.K 卒 動 2 36 秒 5 1.1 煤紙

31 震 計 7.K 卒 動 2 5 5 5 ノノペY

ウキーへ Jレト水平勤地i災計 1 10 5 200 1/1/ 

ウキーへ yレト上下動地ff二計 1 4.6 5 150 1/ "/ 

Gn五千倍地震計水卒動 1 8 c。 4.0 C同 5，000 認良
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IJ 上下動 1 8 00 4.0 00 5，000 IJ IJ 

短週期ニ高倍微動計 7Jc卒動 2 0.55 C泊 0.55 co 19，000 IJ 11 

11 上 下 動 1 0.57 。。 0.55 。。 17，000 ゲゲ

民空管櫓幅五寓倍 *卒動
微動計 3 0.60 C幻 0.60 co 50，000 煤紙

傾 斜里華イヒ地震計 2 6 4.0 
11 

軍基iif:= 00 
0.025 

地下探索用B型微動計水平動 4 0.30 00 0.067 C由 75，000 IJ 11 ， 

IJ 上下 動 6 0.30 00 0.067 ∞ 75，000 IJ IJ 

地下探索用C型微動計上下動 12 0・067 00 0.067 C陥 30，000 111J 

-8 

歪地震計*卒成分 1 4.0 00 10 c. g... ?.1 /.1 

{頃 斜 計 4 
11 11 

IJ IJ 
0.02ー0.001

-6 

土 地垂直伸縮計 2 10 c. g. s. 111J 

-8 

土地水平，伸縮計 1 10 c. g. s. IJ IJ 

-9 

重力偏差自記装置 2 10 c. g. s. 1.1 /.1 

地 電 位 計 1*且

地下水位自記袈置 1 インキ

昭和 6年本所開所以来志田博土の計!Uに従ひ，地球及地殻の構浩及び地殻の饗動並に地

震動の研究に主力を注ま，特に地の利に従ひ特殊の観測計器を研究製作して先づ精密正確

な観測測定材料を集め得て研究を進める方式を採って来?このである。陪所以来既に10年其

の前~三比古田博士の指導のもとに施設の充置に力会注ぐと共に，種々の研究が計劃され，

其一部は京大紀要其他に護表されたのであるが，其外に昭和11年 7月志田博士の長逝によ

って不幸成就成文化される事なく打過ぎたものの多いことを恨とする。 f相手更に遺憾なこ

とは筆者不敏にして夫等の計劃を多くは機承成就し件ぎることである。然し乍ら，昭和12

年以降上記研究題目に就いて多少研究の纏るに従ひ，年k の日本数事物理験合年舎及び其

他の島県舎で稜表したもの10Jl投編に及び，夫等は殆んど未古文にされホ、に過ぎて来て居る。

今岡本所開?fr1O年を機舎に，本所報告として下記j置はのものを本蹴以下弐々に記述し以て

諸製者の御批判を仰ぎ御教へを乞ふ次第である。

1 土地傾斜礎化の脚IJ序論1)

2. 地殻潮汐に就し、て

其ー，地球外殻の同ば〉

其二，活断暦附;)Iのごと地の特異なる運動)

(ヨ)

佐々詰:三，西村英一

岡村英一
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其三，地球の剛性

其四，緯度の潮汐護化

其五，重力計
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附
句。 {左k 岩三，谷貞夫

4. 気象諸費化による地表居の費動〉

附土地伸縮計

川原琢謄，盟国俊雄

佐 憲々三

佐 憲々三，盟問俊雄

5. 阿蘇火山地域の地殻費動に就いて

附九重火山飯閏の地熱費{ヒ

佐々憲三

位 k憲三，川原琢磨

6. 地震設生前後に表はれた土地傾斜費動

7. 傾斜琵化地震計

附歪地震計

佐 A憲三

イ左k 憲三， 林

佐 k 憲三，池悶定能

8， 弾性波鰯庭用地震計並に弾性波地下探索法に闘するこ，三の問題

佐々憲三

9. 人工地震波の性質に就いて

10. 近畿地方の地震に就いて

西村英一

谷貞夫，伊東裕治，梶川弘二

序設の稿を終るに首り本所開所官時施設充賓の矯め多額の奨挙資金ぞ賜りし原邦造氏に

深謝すると共に，筆者に研究援助金を賜った日本製術振興曾，東照宮三百年祭記念舎(共.

同研究者西村英一)，服部報公舎並びに科療研究費を賜った文部省に深甚の謝意を表し，尚

叉観測計器の設計製作に嘗られた安田幾之助，森本喜一郎，飯星明氏，観測を捲営された

工藤東喜徳，稲垣房義，臨津谷弐良[1，寺川茂，小川真澄の諸氏並に整理計算に官られた吉

川良枝，村上辛子嬢に厚く感謝する衣第であるO

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(8)(9)(10)(11)(12) 

(3) (5) (6) 

(7) (13) 

日本盟主筆物浬挙合年舎にて霊童表

illlJ地皐及地球物理拳部舎にて音量表

大平洋皐術調査委員舎にて登表
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